
お知らせ

【本人の合計所得金額】※1 【年金収入＋その他の合計所得金額】※2 【負担割合】

２２０万円以上 ・単身で340万円以上　または
・65歳以上の方が２人以上世帯で463万円以上 ３割負担

　　１６０万円以上
　　　　２２０万円未満

・単身で280万円以上　または
・65歳以上の方が２人以上世帯で346万円以上 ２割負担

１６０万円未満 １割負担

８ 月
か ら

夏
は
、
食
中
毒
発
生
の
原
因

と
な
る
細
菌
が
増
殖
し
や
す
い

時
期
で
す
。
近
年
は
、
十
分
に

加
熱
さ
れ
て
い
な
い
鶏
肉
な
ど

を
食
べ
た
こ
と
に
よ
る
「
カ
ン
ピ

ロ
バ
ク
タ
ー
食
中
毒
」
が
多
く

発
生
し
て
い
ま
す
。
鶏
肉
は「
新

鮮
だ
か
ら
生
で
も
安
全
」
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
以
下
の
こ
と
に

気
を
付
け
て
、
食
中
毒
の
予
防

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

町
民
の
み
な
さ
ん
へ

・
食
肉
は
中
心
部
ま
で
十
分
に

加
熱
し
て
か
ら
食
べ
ま
し
ょ
う
。

・
生
肉
を
扱
っ
た
ま
な
板
、
包

丁
な
ど
の
器
具
は
、
使
用
ご
と

に
よ
く
洗
い
、
消
毒
を
し
ま
しょう
。

カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
食
中
毒

に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
！

・
生
肉
を
扱
っ
た
後
は
十
分
に

手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

飲
食
店
を
営
業
さ
れ
て
い
る
皆

さ
ま
へ

・
食
肉
を
提
供
す
る
際
に
は
、

中
心
部
ま
で
十
分
に
加
熱

（
75
℃
で
１
分
間
以
上
）
し
た
も

の
を
提
供
し
ま
し
ょ
う（
生
や
半

生
状
態
で
提
供
し
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。）。

・
注
文
者
自
身
が
肉
を
焼
い
て

食
べ
る
場
合
は
、「
専
用
の
ト
ン
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　現役並みの所得のある方は、８月利用分から介護サービスを利用し
たときの自己負担割合が２割から３割になります。負担割合の判定の基
準は下記のとおりです。

介護サービスで支払った利用者負担が上限額（所
得に応じて 5段階、最高 44,400 円）を超えた場合
に、超えた分が高額介護サービス費として支給され
ます。

●問い合わせ
　弓削・生名　生名総合支所 健康推進課
　　　　　　　　　　　　　　  ☎ 76-3000
　岩城　岩城保健センター　　　☎ 74-0755
　魚島　魚島保健福祉センター　☎ 74-1120

利用者負担割合が変わります
介護保険サービス

負担割合証…要介護認定を受けた方や介護予防 (要
支援 )・生活支援サービス事業対象者に交付される
負担割合証に負担割合が記載されていますので、ご
確認ください。

自己負担割合の判定基準・・・65歳以上の方（第１号被保険者）
　　　　　　　　　　　　　　（40歳から64歳の第２号被保険者は１割負担）

はい

いいえ

いいえ

はい

※ 1 合計所得金額…収入から公的年金等控除
や給与所得控除、必要経費を控除した後で、基
礎控除や人的控除等の控除をする前の所得金額
をいいます。

※ 2 その他の合計所得金額…合計所得金額か
ら、年金の雑所得を除いた所得金額をいいます。

高額介護サービス制度

お知らせ

　防災情報や避難ルートを多言語で視覚的に
表示できる、県公式スマートフォンアプリが
登場。県内全市町の地震や津波・気象警報か
ら、避難勧告や避難所開設情報、ミサイルな
どの国民保護情報や緊急のお知らせまで、さ
まざまな情報を受信して災害に備えましょ
う。

今すぐ始める、愛媛の防災準備
愛媛県避難支援アプリ　ひめシェルター

　地図とGPS を使って
避難場所やハザードマッ
プを事前に確認しつつ、
避難経路やご自身の避難
計画を記録するなど、自
主訓練も可能。簡単操作
で安否登録や確認もで
き、避難後にも使えます。

●問い合わせ
　県防災危機管理課　☎ 089-912-2318

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

２
０
１
８
開
催
!!

昨
年
に
引
き
続
き
「
日
本
で
最

も
美
し
い
村
」
連
合
で
は
、
日

本
全
国
の
連
合
加
盟
地
域
で
撮

影
さ
れ
た
作
品
を
募
集
し
ま

す
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
募
集
締
切

８
月
31
日(

金)

15
時
ま
で

●
応
募
テ
ー
マ

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
の
情

景
〜
生
活
の
営
み
と
景
観
、
文
化
〜

●
対
象
エ
リ
ア

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連

合
の
加
盟
町
村
地
域　

上
島
町

も
対
象
地
域
で
す
‼

●
応
募
方
法

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
応
募
。

http://beautifulvillagesofjapan.tokyocameraclub.com/photocontest2018/
【東京カメラ部　日本の美しい村 2018】で検索

松
山
地
方
気
象
台
長
が

来
庁

　

６
月
８
日(

金)

、
県
内
の

地
域
防
災
力
の
支
援
に
取
り
組

む
熊
原
義
正
松
山
地
方
気
象
台

長
が
来
庁
さ
れ
、
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
直
ち
に
町
へ

危
機
的
状
況
を
伝
え
る
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
の
構
築
の
ほ
か
、
町
の

防
災
対
策
や
気
象
台
か
ら
の
支

援
等
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し

た
。

　

気
象
情
報
の
早
期
把
握
は
、

災
害
時
の
安
全
確
保
や
災
害
対

応
時
の
負
担
軽
減
に
大
き
く
影

響
し
ま
す
。
皆
さ
ん
で
築
く
安

心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
に
、
日
頃
か
ら
気
象
情
報
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
習
慣
を
身
に
付

け
ま
し
ょ
う
。

グ
で
生
肉
を
扱
う
こ
と
」
「
中

心
部
ま
で
十
分
に
加
熱
す
る
こ

と
」
を
確
実
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

今
治
保
健
所

生
活
衛
生
課
☎
０
８
９
８‒

２
３

‒

２
５
０
０
（
代
）

カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
科
、
自
動
車
整

備
科
、
メ
タ
ル
技
術
科
）

●
実
施
日
程

【
体
験
型
】

７
月
27
日
（
金
）
９
時
〜
12
時

９
月
29
日
（
土
）
９
時
〜
12
時

【
見
学
型
】

11
月
22
日
（
木
）
９
時
〜
12
時

１
月
25
日
（
金
）
9
時
〜
12
時

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

愛
媛

県
立
新
居
浜
高
等
技
術
専
門
校

〒
７
９
２‒

０
０
６
０
新
居
浜
市

大
生
院
１
２
３
３-

２　

☎

０
８
９
７ｰ

４
３ｰ

４
１
２
３

県
立
新
居
浜
高
等
技
術
専
門
校

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
合
同
就
職
面
接

会
・
交
流
会

　

県
内
企
業
50
社
程
度
が
参
加

す
る
合
同
就
職
面
接
会
が
次
の

よ
う
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

●
対
象
者　

県
外
学
生
お
よ
び

県
外
在
住
若
年
者
、
新
規
学
卒

者
を
含
む
若
年
者
、
保
護
者

※
若
年
求
職
者
＝
45
才
未
満

●
日
時　
８
月
16
日(

木)

面
接
会　

13
時
〜
17
時

交
流
会　

右
の
時
間
中
に
２
回

●
場
所　
ひ
め
ぎ
ん
ホ
ー
ル（
愛

媛
県
民
文
化
会
館
）
真
珠
の
間

松
山
市
道
後
町
２
丁
目
５-

１

●
問
い
合
わ
せ　

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ

愛ｗｏｒ
ｋ（
一般
社
団
法
人
え

ひ
め
若
年
人
材
育
成
推
進
機
構
）

☎
０
８
９ｰ

９
１
３ｰ

８
６
８
６

　

０
８
９ｰ

９
１
３ｰ

８
６
８
５

Fax
本
校
の
概
要
（
科
目
、資
格
、

就
職
先
等
）
説
明
と
実
習
風
景

の
見
学
や
体
験
を
通
し
て
、
進

路
選
択
の
参
考
に
お
役
立
て
く

だ
さ
い
。

●
科
目　

高
等
学
校
卒
業
者
を

対
象
と
し
た
２
年
間
課
程
（
メ

【検索】ひめシェルター
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●問い合わせ
　弓削住民課　☎77-2503
　生名住民課　☎76-3000
　岩城住民課　☎75-2500
　魚島住民福祉課 ☎78-0011

児童扶養手当受給資格者の皆さまへ
ー 現 況 届 提 出 の ご 案 内 ー
児童扶養手当を受給されている方（全部支給停止の方を含

む。）は、毎年８月１日から８月31日までの間に「児童扶養手当現
況届」を提出していただく必要があります。２年間提出しないと受
給資格がなくなりますので、気をつけてください。
８月初旬までに専用の届出用紙が届きますので、必要な書類と
併せて提出してください。

平成30年度の所得制限
　受給者（請求者）の方の前年分の所得が下表の額以上である
場合は、その年度の手当の一部又は全部が支給停止になります。
また、生計を同じくする扶養義務者（直系親族等）等の前年分
の所得が下表の額以上の方は、その年度の手当の全部が支給
停止になります。

●所得制限限度額表

扶養親族
等の数

前年分所得（４月～７月分手当は前々年分所得）

請求者（本人） 扶養義務者、配偶者
孤児等の養育者の
所得制限限度額

全部支給の
所得制限限度額

一部支給の
所得制限限度額

０人 19万円 192万円 236万円

１人 57万円 230万円 274万円

２人 95万円 268万円 312万円

３人以上 以下38万円ずつ加算

●限度額に加算されるもの
1請求者（本人）　老人控除対象配偶者・
老人扶養親族がある場合は10万円/人、特
定扶養親族等がある場合は15万円/人
2扶養義務者等　老人扶養親族がある場合
は６万円/人※扶養親族等がすべて老人扶
養親族の場合は１人を除く。

●所得額の計算方法
所得額＝年間収入－必要経費（給与所得控除額）

＋養育費（※）－８万円－下記の諸控除

控 除 名 控 除 額
障がい者控除
勤労学生控除 27万円

特別障がい者控除 40万円

配偶者特別控除
医療費控除等 地方税法で控除された額

※ 児童の父（母）から、その児童について扶養義務
を履行するための費用として、母（父）及び児童が
受け取る金品等で、その金額の８割の額

特別児童扶養手当制度
特別児童扶養手当は、児童の健やかな成長を願い、

20歳未満で身体や精神に中程度以上の障がいのある児
童を監護している父、もしくは母、または父母に代わってそ
の児童を養育している方に対して支給される制度です。

支給要件

受給者

●父または母
・日本国内に住所を有し、障がい児を監護
●養育者（父母以外）
・障がい児と同居、監護、生計維持

障がい児

・日本国内に住所を有する
・ 障がいを支給事由とする年金を受給してい
ない（全部支給停止は可）
・ 特別児童扶養手当等の支給に関する法律施
行令に定める障がいの状態にある

・児童福祉施設等に入所措置されていない

所得制限
請求者、同居している配偶者および扶養義務者（請

求者が養育者の時は、生計を維持する扶養義務者）の
前年の所得が一定額以上ある場合は、その年度の手
当額は支給停止となります。

お忘れなく！

現況届の提出は毎年8月です
現在、特別児童扶養手当を受給されている方は、毎

年８月に「現況届」「所得状況届」を提出することになっ
ています。これは、引き続き手当を受ける要件があるか
どうかを確認する大切な届出です。関係書類は８月初
旬までに送付しますので、提出をお願いします。

●問い合わせ　発達支援センター☎72-9366

お知らせ
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お知らせ

本
定
例
会
は
６
月
21
日（
木
）

に
開
会
し
、
同
月
27
日
（
水
）

に
閉
会
。
議
案
８
件
の
う
ち
７

件
が
原
案
ど
お
り
可
決
、
１
件

が
修
正
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

■
上
島
町
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
発
電
設
備
の
設
置
の
規
制

等
に
関
す
る
条
例

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電

設
備
の
設
置
が
防
災
上
な
ら
び

に
自
然
環
境
、
生
活
環
境
お
よ

び
景
観
等
に
及
ぼ
す
影
響
を
考

慮
し
、
必
要
な
規
制
等
を
行
う

こ
と
に
よ
り
町
民
の
生
命
お
よ

び
財
産
の
保
護
を
図
る
と
と
も

に
、
良
好
な
自
然
環
境
等
を
保

全
す
る
こ
と
で
公
共
の
福
祉
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

も
の
。　　

｜
修
正
案
可
決
｜

■
上
島
町
魚
島
観
光
セ
ン
タ
ー

条
例
の一部
を
改
正
す
る
条
例

指
定
管
理
の
期
間
を
3
年
間

か
ら
５
年
間
に
変
更
す
る
も
の
。

 

｜
原
案
可
決
｜

■
上
島
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の一部
を
改
正
す
る
条
例

　

国
民
健
康
保
険
制
度
の
改
正

に
伴
い
、
今
年
度
か
ら
財
政
運

営
主
体
が
愛
媛
県
と
な
り
、
県

か
ら
示
さ
れ
た
標
準
保
険
税
率

等
に
基
き
、
保
険
税
率
の
変
更

を
行
う
も
の
。

 

｜
原
案
可
決
｜

ほ
か
、
条
例
の一部
改
正
２
件

■
平
成
30
年
度
上
島
町一般
会
計

（
第
１
号
）

補
正
額　

総
額
の
補
正
な
し

総　

額　

72
億
８
０
０
万
円

｜
原
案
可
決
｜

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て

▽
工
事
名　

魚
島
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

プ
ラ
ン
ト
延
命
化
工
事

▽
契
約
方
法　

随
意
契
約

▽
契
約
金
額　
２
億
１
６
１
３
万

９
３
２
０
円

▽
相
手
方　
（
株
）ダ
イ
キ
ア
ク
シ

ス（
松
山
市
）

｜
原
案
可
決
｜

　
ほ
か
、
そ
の
他
議
案
１
件

補

正

予

算

上
島
町
議
会　

第
２
回
定
例
会

そ

の

他

条
例
の
一
部
改
正

条
例
の
制
定

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除

（
全
額
免
除
・
一
部
免
除
・
法

定
免
除
）、
納
付
猶
予
、
学
生

納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
ら
れ

た
期
間
が
あ
る
場
合
、
保
険
料

を
全
額
納
め
た
方
と
比
べ
、
老

齢
基
礎
年
金
（
65
歳
か
ら
受
け

ら
れ
る
年
金
）
の
受
け
取
り
額

が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年

金
を
増
額
す
る
た
め
に
、
免
除

等
の
承
認
を
受
け
た
期
間
の
保

険
料
に
つ
い
て
は
、
10
年
以
内

で
あ
れ
ば
遡
っ
て
納
め
る
（
追

納
）
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
免
除
等
の
承
認
を

受
け
ら
れ
た
期
間
の
翌
年
度
か

ら
起
算
し
て
３
年
度
目
以
降
の

追
納
の
場
合
、
当
時
の
保
険
料

額
に
一
定
の
加
算
額
が
上
乗
せ

さ
れ
ま
す
。
追
納
は
、
古
い
月

の
も
の
か
ら
納
付
す
る
こ
と
と

な
り
ま
す
が
、
次
の
点
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

▶

一
部
免
除
を
受
け
た
期
間

は
、
納
付
す
べ
き
保
険
料
が
納

付
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
追
納
で

き
ま
せ
ん
。

▶

「
法
定
免
除
・
申
請
免
除
期

間
」
が
「
納
付
猶
予
・
学
生
納

付
特
例
期
間
」
よ
り
先
に
経
過

し
た
月
分
で
あ
る
場
合
は
、
ど

ち
ら
を
優
先
し
て
納
め
る
か
本

人
が
選
択
で
き
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付

期
限
か
ら
２
年
を
過
ぎ
る
と
時

効
に
よ
り
納
付
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
法
律
改
正
に
よ
る

時
限
措
置
と
し
て
、
過
去
５
年

以
内
に
納
め
忘
れ
た
分
を
納
付

す
る
こ
と
が
で
き
る
「
後
納
制

度
」
が
９
月
ま
で
（
平
成
27
年

10
月
か
ら
の
３
年
間
）
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

後
納
制
度
を
利
用
す
る
こ
と

で
年
金
額
を
増
や
す
こ
と
や
、

年
金
の
受
給
が
で
き
な
か
っ
た

方
が
受
給
資
格
を
得
ら
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

 年 金
だより

追
納
（
免
除
期
間
、
納
付

猶
予
期
間
が
あ
る
方
）

ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０‒

０
０
３-

０
０
４

今
治
年
金
事
務
所

☎
０
８
９
８-

３
２-

６
１
４
１

追
納
と
後
納

　
　
国
民
年
金
保
険
料

後
納
制
度
に
つ
い
て

認
可
申
請
な
ど
届
出
書
類
の
作

成
お
よ
び
手
続
き
に
関
す
る
こ
と

●
申
込
方
法　

事
前
に
電
話
で

予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

愛
媛

県
行
政
書
士
会
今
治
支
部
☎

０
８
９
８‒

４
１‒

９
３
３
５

行
政
書
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談

時
〜
15
時

●
場
所　

せ
と
う
ち
交
流
館
体

験
交
流
室

●
相
談
内
容　

成
年
後
見
制

度
、
相
続
、
遺
言
、
遺
産
分
割

協
議
書
作
成
に
関
す
る
相
談
、

農
地
転
用
、
建
設
業
、
貨
物
自

動
車
運
送
業
、
産
業
廃
棄
物
処

分
業
等
官
公
署
に
提
出
す
る
許

●
日
時　
８
月
23
日
（
木
）
10
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日
頃
よ
り
、
生
名
フ
ェ
リ
ー
を

ご
利
用
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

８
月
11
日（
土
）〜
15
日（
水
）

ま
で
の
期
間
、
臨
時
ダ
イ
ヤ
で

運
航
い
た
し
ま
す
の
で
、お
間
違

い
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

（
臨
時
ダ
イ
ヤ
に
つ
い
て
は
広
報

８
月
号
折
込
チ
ラ
シ
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。）

お
盆
期
間
中
は
、
因
島
側
県

道
の
待
機
車
両
が
大
変
混
み
合

い
ま
す
の
で
、
他
の
ル
ー
ト
を
含

め
、
計
画
的
な
ご
利
用
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

公
共
交
通
課

☎
７
２ｰ

９
１
２
３

お
盆
期
間
の
生
名
フ
ェ
リ
ー
の

ご
利
用
に
つ
い
て

お知らせ

建退共HP

弓削商船高等専門学校公開講座

第10回芸予文化探訪講座
  ー四阪島周遊と鵜島訪問ー
●日 時　９月9日（日）９：00 ～15：30
●対 象　一般（高校生以上）
●定 員　20名程度
●受 講 料　1,000円　その他昼食代・フェリー代
　　　　　　(460円)・保険料(60円)等が必要
● 持 参 物　 徒歩移動可能な服装／酷暑対策／保険

証／お茶／タオル等
●申込締切　８月31日（金）

お申込方法、詳細等は本校HPをご覧ください。
受付は先着順とし、定員になり次第締め切らせてい
ただきます。なお、申込者が少ない場合は中止にす
ることがありますのでご了承ください。
●申込・問い合わせ
　〒794-2593　上島町弓削下弓削1000
　弓削商船高等専門学校企画広報室企画係

●日 時　９月17日(月・祝日)10：00～12：30
●対 象　中学生・一般(高校生以上)
●定 員　10名程度
●受 講 料　中学生無料、一般1,000円／人
● 持 参 物　特になし
●申込締切　9月10日（月）

商船の物理講座
  ー魔法の基盤を使って電気の回路を作ってみようー

　TEL 77-4613／ FAX 77-4691
　E-mail kikaku@yuge.ac.jp
　HP http：//www.yuge.ac.jp/

7 月から
スプレー缶やカセットボンベ
の出し方が変わりました

火災や爆発事故防止のため可燃性
ガスの入った缶等は必ず中身を使
い切り、穴を開けずに缶類の日に
出してください。
●問い合わせ
　生活環境課　☎ 77-4545

軽
減
税
率
制
度（
消
費
税
）

等
説
明
会
な
ら
び
に
た
ば
こ

税
所
持
品
課
税
説
明
会
の

お
知
ら
せ

　

今
治
市
島
し
ょ
部
、
上
島
町

内
の
事
業
者
を
対
象
と
し
た
軽

減
税
率
制
度
（
消
費
税
）
な
ら

び
に
た
ば
こ
税
手
持
品
課
税
に

関
す
る
説
明
会
を
左
記
の
と
お

り
開
催
い
た
し
ま
す
。
多
く
の

事
業
者
様
に
関
係
の
あ
る
制
度

で
す
の
で
、
ぜ
ひ
説
明
会
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

９
月
７
日
（
金
）

第
１
部　
13
時
30
分
〜
14
時
00
分

軽
減
税
率
制
度
等
説
明
会

第
２
部　
14
時
00
分
〜
15
時
00
分

た
ば
こ
税
手
持
品
課
税
説
明
会

●
場
所　

今
治
市
伯
方
公
民
館

（
今
治
市
伯
方
町
木
浦
甲

１
２
３
４
）

●
そ
の
他　

駐
車
場
は
会
場
の

利
用
状
況
に
よ
り
入
庫
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
な

る
べ
く
、
公
共
交
通
機
関
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

●
連
絡
先　

今
治
税
務
署
法
人

課
税
第
一
部
門
☎
０
８
９
８

-

３
２-

６
９
３
５
（
ダ
イ
ヤ
ル

イ
ン
）
／
愛
媛
県
東
予
地
方
局

課
税
課
☎
０
８
９
７-
５
３-

３
０
５
４（
軽
油
引
取
税
係
）
／

上
島
町
税
務
課
☎
７
７-

２
５
０
０

知
っ
て
い
ま
す
か

建
退
共
制
度

建
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業

退
職
共
済
法
に
基
づ
き
建
設
現

場
労
働
者
の
福
祉
の
増
進
と
建

設
業
を
営
む
中
小
企
業
の
振
興

を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
退

職
金
制
度
で
す
。

こ
の
制
度
は
、事
業
主
の
方
々

が
、
労
働
者
の
働
い
た
日
数
に

応
じ
て
掛
金
と
な
る
共
済
証
紙

を
共
済
手
帳
に
貼
り
、
そ
の
労

働
者
が
建
設
業
界
で
働
く
こ
と

を
や
め
た
と
き
に
建
退
共
か
ら

退
職
金
を
支
払
う
と
い
う
、い
わ

ば
業
界
全
体
で
の
退
職
金
制
度

で
す
。

●
加
入
で
き
る
事
業
主　

建
設

業
を
営
む
方

●
対
象
と
な
る
労
働
者　

建
設

業
の
現
場
で
働
く
人

●
掛
金　

日
額
３
１
０
円

※
詳
細
は
建
退
共
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
愛
媛

支
部
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

建
退
共
愛
媛

支
部
☎
０
８
９ｰ

９
４
３ｰ

５
４
０
６
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平成 30年 7月豪雨
（西日本豪雨）

記録的豪雨
　　7月5日～7月8日
断水（弓削、生名、岩城）
　　7月7日～7月18日

め 8日 ( 日 ) 朝には、町内事業者の２トントラック　10
台を借り受け、松山市公営企業局に向かい給水タンクや
給水袋の支援を受けた後、今治市で給水し、その日のう
ちに１人あたり３リットルの給水袋を準備しました。
　翌日 9日 ( 月 )、午前 11 時～午後１時までと午後５
時～７時までの２回に分け、町内９カ所で給水を始め、
さらに松山市消防局による 10トンのタンクローリで因
島までの運搬もはじめ給水体制を調えました。それによ
り、10日 ( 火 ) には給水量を１人あたり５リットルに増

　西日本に甚大な被害を与えた平成
30 年 7月豪雨。上島町でも 7月５日
( 木 ) の朝から降り始めた雨は８日 (
日 ) 朝方まで断続的に降り続け、４日
間で降水量が 355mm( ※ 1) に達する
記録的な雨量となりました。(※ 2)
　７日 ( 土 ) には町内各地で道路法面
や崖の崩落等が多発し、役場はもとよ
り、消防団、土木業者などが休日を返
上し応急対応にあたりました。
　さらに広島県の本郷取水場が水没し
たことにより広島県の４市と上島町
（魚島地区を除く）に送水ができない、
断水という事態となりました。
　このため町では、給水を実施するた

県道への土砂崩れ（岩城幸峠）

やすことができました。
　この想定外の２次被害により、各学校では休校
や短縮事業の実施を余儀なくされ、ほかにも各種
行事、イベント等の延期、中止が相次ぎました。
　こうした非常事態が続く中にあって、多くの団
体や個人から善意ある支援や協力をいただき 12
日間に及んだ断水期間を乗り切ることができまし
た。公的な団体から直接的な給水支援をいただい
たほか、町ホームページからの支援物資提供の呼
びかけに全国から多くの市町村、団体、個人から
支援を寄せていただきました。町内では皆さんの
高齢者支援や井戸水の提供など互助、共助の意識
をもった活動が大きな支えとなりました。
　なお、災害復旧事業については、町の財源や人
員等の制約もあるため、優先順位を決めて可能な
限り速やかに進めていきますので、ご理解、ご協
力をお願いします。
※１ 上島町消防本部　気象情報
※ 2 上島町の平均年間降水量　約 1,000mm

給水状況（生名支所）
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